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１ 議題

事業企画グループ(廣田・森・依田・南山)

市民活動はじめの一歩ワークショップ企画 内容検討 資料1, 2

資料 1, 2に基づいて、具体的な内容について協議した。

報告事項 募集・応募状況について

広報ふなばし 3/1 号に案内を掲載し、参加者の募集が始まっています。現段階で 5 人の応募がありました。チラシやボスターを各公民館や公共施設(図書館・自動ホーム・子育て支援

センター・医療センター・青少年センター・船橋アリーナなどのスポーツ施設、総合教育センター(市民大)など)などに配架・掲示されています。今後、市の公式 X や船橋市情報メールで

の案内の配信やマイフナなどへの掲載、イオンへのボスター・チラシの配置を予定しています。

協議事項 企画の内容について

資料1に基づいてイベントの全体像を見つつ、グループワークの時間配分などを一部修正した。また、第 2 回企画の参加団体(5団体)が決まったので、グループワークを充実させる方向

で検討された。今後、各回のファシリテーター役の人選も検討することになる。

また、この一連の講座を受けて、 7 – 9 月に何らかの活動に参加したり、行動したりした結果を 10 – 11 月にもう一度、実体験を報告する会などを行ったり、市民活動フェアの中で体験報

告会をするなど、この企画の次に続く企画も検討する。

スケジュール

2024 年中 企画内容詳細検討、講師依頼

1 月中旬 広報ふなばし原稿提出(3 回連続の講座として原稿作成)

2 月 広報物作成(原案は南山さんに作成していただく)

3 月1日号 広報ふなばしで告知 → 参加者募集

2025年 4月20日(日) 「「やってみたい」をセンパイに聞く ! 地域で活動する魅力」

2025年 5月18日(日) 「何をどうする? 活動を始めるにあたってのあれこれ」

2025年 6月8日(日) 「はじめてみようカフェ」

情報発信グループ(柿崎・南山・斎木)

市民活動サポートセンターだより「しみんりょく」について 資料3, 4

資料 3 - 5 に基づいて小山さんから新しい「しみんりょく」の 62 号の構成や校正スケジュールなどが説明された。3月中から予定されている記事の取材が予定されています。4月以降、新

しいメンバーも参加して、これまでよりも幅広い内容について掲載したいと考えている。また、発行回数は 3 回/年(6月, 10月, 2月)を予定している。今後は特集記事で取り上げるテーマや、

取材する企業・団体の選定などを本部会で検討してゆく。

また、印刷会社の変更も予定しているので、デザインなどについても新しい業者とも協議しながら進めてゆく。配架先・発信方法などについても、これまで以上に幅広い方法や場所で

配信・配架してゆく。

広報活動は、閉じた状況・閉じたマインドでは”広報”にならないので、幅広い相手とつながりあいながら紙面を作ってゆきたいと思います。

X アカウントしみんりょく＠船橋について 資料5，6

資料 5,6  に基づいて小山さんからXへの投稿状況が報告された。市民活動サポートセンターに持ち込まれたチラシの写真を X に投稿する”イベント紹介”も発信されている。また資料 6 に

基づいて今後の X での発信予定が報告された。

広報活動の方針などが示されたので、今後は目標設定やターゲットの明確化、速報性を高めた発信方法など、運営方法についても、より自由度を高めた運用を目指すことも報告された。

事務局からの連絡

4月1日から本協議会に神井秋人さんか参加されることになりました。5月のワークショップのゲストやしみんりょく62号の表紙にも登場していただくことを予定しています。活動促進部

会では主に広報関係を担当していただく事を予定しています。

4月1日からの会計年度採用職員としてサホートセンターにコーディネーターが配置されることになりそうです。採用者が決まりましたら、連絡させていただきます。

備考

部会では 話ができなかったが、市民活動サポートセンター常設パネル展のリストや市民活動写真展の企画・案内などをご提示ください。

事１ 議題

事業企画グループ(廣田・森・依田・南山)

公募型交流事業について

公募型交流会の案内を広報ふなばしに掲載し参加者募集を行っている。部会時点での参加者は 20 人。資料2に基づいてアンケート内容についても協議し、一部質問事項を追加して実施

することになった。

今後の主なスケジュール

12月 1 日号 広報ふなばしで企画の参加者募集開始

2025年1月16日(木) 参加者募集締め切り

実施日 2025年 1 月19 日(日) 

部会からの参加者 : 柿崎・斎木・(南山・調整中)

市民活動はじめの一歩ワークショップ企画案（南山委員、事務局）

資料 3 に基づいて、南山委員からの説明を受け、具体的な内容について協議した。

日程・担当者・主な内容

第 1 回講座 (4 月20日(日))「ふなばし市内で活躍する先輩の話を聞いてみよう(仮)」

市民活動・地域活動についての総論的な話と参加者同士のグループワーク

担当講師 : 高橋利明氏

第 2 回講座 (5 月20日(日))「幅広い分野で活躍する先輩たちの話を聞いてみよう(仮)」

資料 4 に基づいて説明に参加していただく事を想定している団体リストについても検討した。活動内容だけではなく、人となりを重視して、多様なタイプ・多様な年代の人を講師とし

て招聘する。

市民活動・地域活動についてのワールドカフェ形式のテーマ別座談会、団体の説明をした人が各テーブルのファシリテーター担当、4 – 5 人 / 1 テーブル

担当講師案 : 資料 4 参照

参加者は興味のあるテーマの紹介をしているテーブルを 2 つくらい回り、グループワークをして興味関心をより具体的なものにする。

第 3 回講座 (6 月8日(日)・選挙日程によっては会場変更の可能性あり) 「はじめてみようカフェ」

いくつかのテーマについて興味関心のある人同士で集まり、自分たちのやりたいことをまとめるグループワークとグループ発表を行う。テーブルごとにファシリテーターは置くが、議

論して発表するのは参加者。ファシリテーターは部会や協議会関係者で担当する事も検討する。

スケジュール

2024 年中 企画内容詳細検討、講師依頼

1 月中旬 広報ふなばし原稿提出(3 回連続の講座として原稿作成)

2 月 広報物作成(原案は南山さんに作成していただく)

3 月15日号 広報ふなばしで告知 → 参加者募集

5, 6 月のワークショップについては、広報ふなばしには掲載できないので、別な手段で PR する。

2025年 4月20日(日)「ふなばし市内で活躍する先輩の話を聞いてみよう(仮)」

2025年 5月18日(日)「幅広い分野で活躍する先輩たちの話を聞いてみよう(仮)」

2025年 6月8日(日) 「はじめてみようカフェ」

情報発信グループ(柿崎・南山・斎木)

しみんりょくの改善検討状況用状況について（市民協働課）

資料 5 を使って、”しみんりょく”の内容改善の検討状況について報告があった。再発行予定を 3 月から6 月にずらし、検討期間を長くとることにした。

特に”しみんりょく”自体の位置づけや発信対象・想定読者などをどこまで拡張するかについて市民協働課で再検討していただくこととなった。

Xアカウントしみんりょく＠船橋について(市民協働課・南山)

小山主事から資料 6に基づいて X の運用状況が報告された。分析方法や投稿記事の作製方法について再検討の必要があることが南山委員から提案された。こちらも”しみんりょく”と同

様、ガイドラインなどをベースに再検討することとなった。

資料 7 に基づいて今後の X の配信予定が確認された。

その他

2月1日から令和 9 年度の実施を目指した市民力発見サイトの改善のためのアンケートが予定されており、団体用と個人用のアンケートの聞き取り項目について、事前に協議会に確認し

ていただく予定です。その時にはご協力、よろしくお願いします。

１ 議題

事業企画グループ(廣田・森・依田・南山)

公募型交流会企画コラージュワークショップ 振り返り

冨沢主事から1 月19日に行われた公募型交流企画の参加者アンケートの集計結果に基づいて報告があった。参加者の満足度も高く、新しい利用者の獲得につながったものと評価される。

この公募型企画については今後も回数を増やすことを検討したい。

一方で公民館での事業との棲み分けも必要であるという意見も出された。

市民活動はじめの一歩ワークショップ企画 内容検討 資料２～資料４

資料 2 ～ 4に基づいて、検討を行った。具体的な内容について協議した。

協議事項 1. 企画案のスケジュール

議論の結果、時間配分などは変更せず、正式な会の時間は 1 時間半とし、イベント終了後にフリータイムを設けて自由に話し合いができる場を設けることになった。

協議事項 2. 2 回目のワークショップ企画に招聘する団体の選定

資料3のリストに基づいてイベントに来ていただく団体について検討し、年齢層や性別なども考慮して声がけをする団体の順位を決定した。参加団体数は 5 団体とする。

協議事項 3. チラシの配布先

公民館・児童ホーム・子育て支援センター・図書館・保健センターなどの他、イオンや青少年会館、船橋アリーナなどのスポーツ施設、総合教育センター(市民大)等にも配架を依頼することになっ

た。

チラシをポスターサイズに印刷してサポートセンターなどに掲示することになった。

次年度 4月から講座を実施すると仮定したスケジュール

2024 年中 企画内容詳細検討、講師依頼

1 月中旬 広報ふなばし原稿提出(3 回連続の講座として原稿作成)

2 月 広報物作成(原案は南山さんに作成していただく)

3 月1日号 広報ふなばしで告知 → 参加者募集

2025年 4月20日(日) 「「やってみたい」をセンパイに聞く ! 地域で活動する魅力」

2025年 5月18日(日) 「何をどうする? 活動を始めるにあたってのあれこれ」

2025年 6月8日(日) 「はじめてみようカフェ」

情報発信グループ(柿崎・南山・斎木)

市民活動サポートセンター常設パネル展について (資料５)

冨沢さんから選挙期間のサポートセンターの状況を考慮して、資料 5 に基づいてパネル展に応募してきた団体の中から一部展示月を変更していただく団体について議論した。

決定した展示月を各団体に連絡するとともに、決定したリストを部会の HP などで公開することとなった。

市民活動写真展について (資料６)

冨沢さんからサポートセンターの原口さんからの提案で市民活動パネル展のない月(7月)に市民活動団体から提供を受けた活動の様子が分かる写真を展示する写真展の企画案が提案された。部会として

内容について議論し、展示する写真に関する個人情報保護の注意を追加して実施を了承することとなった。

⑸ 市民活動サポートセンターだより「しみんりょく」について 資料７、資料８

資料 7, 8 に基づいて小山さんから「しみんりょく」の今後の方向性に関する市民協働課としての方針が説明された。この方針に基づいて、今後具体的な内容の検討を行ってゆく。実際の紙面づくりに

当たっては、本部会に新しいメンバーを追加招聘して担当していただくことを検討していることが報告された。配架先・発信方法などについては、これまで以上に幅広い方法や場所で配信・配架して

ゆくことが紹介された。

資料 8 に基づいて 6 月発行を目指したスケジュールが確認された。

⑸ X アカウントしみんりょく＠船橋について 資料９、資料１０

資料 9 に基づいて小山さんからXへの投稿状況が報告された。市民活動サポートセンターに持ち込まれたチラシの写真を X に投稿する”イベント紹介”も発信されている。また資料 10 に基づいて今後の

X での発信予定が報告された。今後は公式アカウントからのリポストを受けない記事については、課としての決済までは受けずに簡略化した手続きで速報性を高めた発信をして行くことが報告された。

運営方法についてはより自由度を高めた運用を目指すことも報告された。

（２）活動促進部会

資料7 活動促進部会活動報告書

資料8 活動促進部会スケジュール表

資料9 公募型交流会 チラシ

資料10 はじめの一歩ワークショップ企画案

資料11 サポートセンター運営協議会が関わる情報チャネル一覧

資料12 しみんりょく＠ふなばし_SNS分析表

①説明

資料７、８に沿って、活動内容を報告、今後の活動予定を共有【谷合委員】

資料９に沿って、公募型事業の進捗状況【事務局】

資料１０に沿って、はじめの一歩ワークショップ企画について説明【南山委員】

資料１１に沿って、運営協議会が関わる情報チャネルについて【谷合委員】

会議全体を通しての意見【斎木委員、依田委員、廣田委員】

②質問と回答

質問：はじめの一歩ワークショップ企画について、参加者が実際に話を聞いて、自分も参加してみたいとなった時の受け皿はどう用意するか。【斉藤委員】

回答：ボランティア体験や団体とのマッチングを必須にすることは、ハードルも高くなり、当企画の趣旨とは違ったものになる。【南山委員】

質問：既存の団体の活動に少し参加してみたい方が参加できる仕組みを用意してもらいたい。【斉藤委員】

回答：必要があれば、参加者へボランティアや団体の紹介をし、活動を始めるきっかけにしてもらいたい。【南山委員】

資料５


